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　堺市では、市内事業者の皆様に事業系廃棄物の適正処理、減量化・リサイクルについて理解を深め
ていただくことを目的に、令和8年1月に事業系一般廃棄物減量オンラインセミナーを開催しました。
講師は、地方独立行政法人大阪府立環境農林水産総合研究所客員研究員の花田眞理子氏に担当してい
ただきました。
　花田氏は、堺市をはじめ、大阪府、神戸市など様々な自治体において審議会委員を務めており、環
境経済、経済政策、家政学一般など幅広い分野にわたり研究、ご活躍されています。
　セミナーでは、事業系一般廃棄物の減量についてお話をいただきました。
今回はその一部をご紹介します！

　世界中では、日々多くの資源が消費されています。地球が1年間に生み出す資源を、年初から数えて人類が
使い果たしてしまう日を意味する「アース・オーバーシュート・デー」が年々早まっています。
　2025年のアース・オーバーシュート・デーは、7月24日でした。また、日本の生活様式は世界平均と比べて
より多くの資源を消費しているため、全人類が日本人と同じ生活をした場合、これは5月8日になります。
　このままでは、資源不足により従来通りの経済活動が持続不可能になるため、4R（リフューズ・リデュー
ス・リユース・リサイクル）を通じて限りある資源を循環させ、新たな資源の使用・ごみの排出を減らすことが
求められています。

　2024年に第六次環境基本計画が策定され、環境収容力を守り環境の質を上げることによって成長・発展
する経済社会をめざすとされました。これは、化石燃料や鉱物などの地下資源に依存することなく、既存の
地上資源を再利用し、環境負荷を低減することで、環境価値を活かした循環・高付加価値型の新たな経済社
会システムへの転換を図るものです。
　また、2022年にプラスチック資源循環促進法が施行されました。これは従来のリサイクル法と比べ、原料
調達からリサイクルまでのすべての過程で素材を対象に資源循環を促進する法律となっています。

　このように循環型社会形成のため、社会の物質循環の確保・天然資源の消費の抑制・
環境負荷の低減を目的とした法整備が行われています。
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　ごみを減量するためのポイントは様々ありますが、今回は購入時のポイントである「グリーン調達」をご紹
介します。
　グリーン調達とは、事業者が環境負荷の少ない商品を優先的に購入することです。環境にやさしいものは
コストパフォーマンスが悪い印象ですが、実はそうではありません。近年では、企業努力や環境配慮製品の
需要が上がり始めたことで、市場自体の需要が増えて価格が落ちてきています。より安価な詰替え製品の
シェアが拡大するなど、市場に対して事業者が有する影響力は大きいため、事業者それぞれがグリーン調達
を徹底し、企業や小売店の環境経営・商品開発を促進させていくことが大切です。

　企業がごみ減量に向けた取組を行うことによるメリットはいくつかあります。
　例えば、飲食店で飲み物を購入する際にマイボトルを持参すると割引されるシステムや資源の店頭回収に
協力すると店舗のポイントが付与される取組など、ごみ減量に付加価値をつけることで競合店との差別化を
図ることができます。ごみの減量に取り組むことは、企業の競争力確保やブランド価値向上、自社内外のコ
ミュニケーション創出などのメリットにつながります。

①バームクーヘンの製造過程で出た切れ端を畜産業者が、豚の飼料に混ぜて育てるこ
とで肉に付加価値を付け、より大きな利益を生み出した事例です。食品廃棄物を削減
し、価値を引き上げることに成功しています。

②酒類製造業者が酵母の搾りかすを生活習慣サプリメントとして販売し、ごみ減量か
ら利益を生み出した事例です。再生利用の実施率は、95％以上となっています。

③焼酎を工場直送の専用タンクで量り売りすることで、容器の費用を削減し、消費者へ
の販売価格を下げることを可能にした事例です。廃棄物の削減だけでなく、競合店と
の差別化が図られています。

堺ムーSTYLE Vol.24 をご一読いただけた方は、市ホームページからアンケートへの
ご協力をお願いします。下記締切日までにアンケートにお答えいただいた方の中
から抽選で20名様にエコグッズをプレゼントします。 

※アンケートの回答には、堺市電子申請システムへのログインが必要です。
※抽選の対象は市内事業者に限ります。
※当選者は厳正なる抽選のうえ決定し、当選発表は賞品の発送をもって代えさせていただきます。
当選結果に関する個別のお問合せにはお答えできませんので、ご了承ください。

アンケートに答えてプレゼントを当てよう！アンケートに答えてプレゼントを当てよう！

【締切】令和8年3月31日（火曜） 
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